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■ 帰国後１ヶ月以内に、チームでまとめた上、JODA海外派遣担当までメールにて送付して下さい
■ JODA理事会にて確認の後に、ホームページに公開します
■ 記入時の注意点

1. このレポートは今後海外派遣レースに参加する選手、役員また日本のジュニアのための資料です
2. なるべく客観的な立場から、詳細に記入して下さい　
3. 大会本部や運営、他国や他国選手また特定の個人を批判するような記述はしないで下さい

■ 写真資料について
このレポートを補足する資料として必要な場合は、 文中に貼り付けて下さい

開催地域の様子 治安は良いように感じた。
開催場所は町外れにあるリゾートホテル併設のハーバーで、その周辺は、
歩いて買い物が出来るようなお店は無かった。

宿泊場所 MILLENNUM　RESORT　MUSSANAH　HOTEL

大会のサポーター
への対応は

サポーターパスなど無く大会会場には自由に出入りが出来た。
ホテルもハーバー内併設ホテルで移動もなく選手と同じホテル、朝食・夕食会場も選手と一
緒に
行動する事が出来た。

選手たちのコンディ
ションいつもとどう
でしたか？

ホテルの食事は、日本のホテルと変わらないメニューも豊富にありビュッフェなので、
自分に合った食事がとれた。
海上食は、母達のおかげで毎日おにぎりを食べる事ができた為、コンディションを崩す選手
は居なかった。

サポーターとして気
をつけたことは？

昼37℃夜34℃湿度80%と日本の夏より過酷な環境であったので、
塩分補給やポカリスエットなど多く取らせるように気を付けた。

海外の選手を見て
感じたことは？

小柄な選手が多かった。
積極的にコミュニケーションを取ろうとする選手が多かった。
道具をあまり大切にしない選手がいた。

日本の選手を見て
感じたことは？

積極的にコミュニケーションを取ろうとしていた。（もっと英語が出来れば良いと思った）
帰着後は自国や他国関係なく、積極的にバーゼル出しを手伝っており感心した。
参加人数も10人と多かった事もあると思うが、気落ちする事無く大会全般過ごせたと思う。

Spare dayの過ご
し方は？

帰国のフライトが夜便だった為、日本の旅行会社で事前に手配したツアーで観光した。



日本チームとして
の課題はありまし
たか

ボートスピード。
スタート。
語学力。

ＪＯＤＡへの要望 特に要望はありませんが、国際大会への参加機会を与えて頂き、
選手はもちろん親としても本当に貴重な経験でした。ありがとうございました。

その他 監督から大会前にオマーン大使館へ連絡して頂き、大使にも開会式や閉会式にご列席頂き
ました。
また大使館の奥様には、買い出しにもお付き合い頂き大変助かりました。

ご協力ありがとうございました
JODA海外派遣委員会


